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調査の必要な地点 ５ カ所（図版 １ －412・413・422～424），③通常の立合調査が必要な地




































































図112	 黒色土出土遺物（Ⅳ １縄文土器，Ⅳ ２弥生土器），茶褐色土出土遺物（Ⅳ ３～Ⅳ ５土師器，Ⅳ
６須恵器），茶褐色土落ち込み出土遺物（Ⅳ ７瓦器，Ⅳ ８青磁），灰褐色土出土遺物（Ⅳ ９陶器，
Ⅳ10磁器，Ⅳ11・Ⅳ12土製品），表土・攪乱出土遺物（Ⅳ13・Ⅳ14古瀬戸，Ⅳ15白磁，Ⅳ16・








　Ⅳ １は縄文土器。縄文を充塡させている。Ⅳ ２は弥生土器。下端に ２本の沈線が認めら
れる。胎土に石英などの小石が密に含まれている。以上は黒色土より出土。










































































































































































図116	 縄文土器（Ⅳ18・Ⅳ19：ＳＲ １、Ⅳ21：黄褐色粘質土、Ⅳ20：ＳＥ １ 出土）　縮尺1/3、古代








図118	 ＳＥ ２ 出土遺物（Ⅳ52～Ⅳ66土師器、Ⅳ67・Ⅳ68瓦器、Ⅳ69灰釉系陶器、Ⅳ70・Ⅳ71白磁、
Ⅳ72陶器）、ＳＤ １出土遺物（Ⅳ73・Ⅳ74土師器、Ⅳ75白磁）、ＳＰ 4出土遺物（Ⅳ76土師器）、


































































































　基本層序は上から，表土（第 １ 層），灰褐色土（第 ２ 層），灰赤褐色土（第 ３ 層），茶褐














































































発掘調査 １件（図版 １－402地点），立合調査 ２件（図版 １－422・423地点）を千葉豊を担
当者として実施した。縄文時代の遺物がまとまって出土した402地点の調査成果について
は，次年度の報告を予定しているので，ここでは，立合調査 ２件の成果を報告する。
　422地点は北部構内のほほ中央に位置し，299地点〔冨井2008〕の北西端の地点である。
423地点は北部構内の南西辺，理学研究科 １ 号館中庭の北端に位置する。両地点とも，管
路などにより残存状況がよくなく，遺構検出はできなかったが，層位を記録することがで
きたので，ここで解説しておきたい（図124）。
　422地点は，表土の下位に，暗灰褐色土，淡灰褐色土，暗灰褐色土，灰褐色土，赤褐色土，
黒褐色土と続き，その下位は砂取穴の埋土となっている。これは，299地点の北壁層位と
整合しており，第 ２層～第 ７層は中世から近世に及ぶ耕作土と理解できる。
　423地点は，既存管路などにより歴史時代の包含層は失われており，表土（第 １ 層）の
下位は，弥生前期末の洪水層である黄色砂（第 ９層）であった。この下位に，やや土壌化
した灰褐色粘質土（第10層）が認められ，ここから弥生前期土器の小片が出土した。
図12４　422地点，423地点の柱状層位　縮尺1/50
